






55 
 

� 本研修では直接の研究活動は行わなかったが、津波の発生及び伝播についての基本的な知識、

津波災害軽減における海岸植生の役割、津波の被害から守るための構造、に関する講義により、津

波防災対策に関連する研究活動促進の重要性について研修生の視野を広げることが出来た。特に

研究機関に所属する研修生にとって、とても良いモチベーションになった。これは総合的な災害リス

ク軽減のサイクル発展において重要であるとともに、対象国における研究活動の進歩につながる良

い結果である。 

 

5.5 今後必要な評価活動 

本章における評価は終了後迅速に行われたもので、研修内の限られた時間での緻密な評価に基づいて

いる。しかしながら、本研修に対する実際に有益な結果の評価のために、研修生の帰国後、彼らの活動を観

察し続けることでさらなる情報収集を行う必要がある。活動の観察は、研修最後に研修生が作成・提出したア

クションプランとともに、各研修生と連絡を取り合うことで行っていく。 

また、ICHARM と研修生とのコミュニケーション構築のため、総合的な津波防災対策に関するディスカッ

ション及び協議の場として ICHARM のホームページで特別な項目を設ける予定である。 
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6. 終わりに 

 

研修生は、三陸地方や紀伊半島での現地視察において、防波堤や湾口防波堤などの巨大な津波対策構

造物に驚くとともに、行政の防災担当者や住民の防災意識の高さに圧倒されていた。 

中国には、「居安思危居安思危居安思危居安思危    思則有備思則有備思則有備思則有備    有備無患有備無患有備無患有備無患」という教えがある。平時から住民の防災意識を高めて危険を

認識し、いざというときの備えをしておくことが最も重要であるという教えである。特に、津波のような大規模な

水災害発生時には被害が広範囲かつほぼ同時におこることが予想され、いかに訓練された行政防災組織で

もその能力には限界がある。そのため、災害時にいかに自分の力で助かるか（「自助」）、また周りの人々をい

かに迅速に助けるか（「共助」）が日本における防災の基本的な考え方である。気候条件・地形条件のみなら

ず、社会的背景や歴史も全く異なる他国がこの考え方を直接取り入れることは出来ないかもしれないが、今

回の研修生がこの日本的な考え方に触れ、彼らが自国においてどのように防災を充実させるかを考えるヒン

トになれば、この研修は成功したと言えると思われる。 

 

ICHARM が、津波に関する研修を実施するのは今回が初めてだったが、大きな問題もなく研修を無事に

終了することが出来た。 

最後になりましたが、本研修を実施するにあたり、多忙な中講義や演習を行って頂いた各先生方及び行

政の方々、現地視察を行うにあたりご対応頂いた県ならびに市町村の方々や住民の方々、また後援頂いた

（独）国際協力機構（JICA）には厚くお礼申し上げます。 

 

 

 
写真 6-1 閉講パーティーで防災政策プログラム学生と一緒に撮影した集合写真 


